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Target〉 精神の健康の維持および促進，また精神障害からの回復を援助するため
に必要な基礎的知識と方法を理解するともに，看護職の役割と今後の課題を
検討する

Outline〉 精神看護学概論および精神保健で学んだ基礎知識を活用しながら，教
科書を中心とした講義とグループワーク，VTR，ペーパーペーシェントによる
看護過程の展開，ロールプレイなどを組み入れ，地域，施設内を問わず，「そ
の人らしい生活」を送るための看護を検討する．

Keyword〉 Mental Health, Psychiatric Nursing, Mental Health and Welfare Law,
Psychiatric rehabilitation

Fundamental Lecture〉 “Introduction to Psychiatric-Mental Health Nursing”
(1.0), “Mental Health”(1.0), “Diseases and Disorders I (Psychiatry)”(1.0)

Notice〉 講義内容を暗記するだけではなく，多角的に考えること (例．精神障が
い者や家族の “生活のしづらさや不利益は何か”とともに “ストレングスは何
か”など)．

Goal〉
1.精神面の健康問題が，個人・家族の日常生活や対人関係に及ぼす影響を理
解する．

2.精神面での健康を促進するために必要な基礎的な知識と援助技術を理解する．
3.精神面での健康を促進するために，患者・家族のもっている力を活用した
支援を検討できる．

4.精神保健医療上の諸問題の解決にあたり，看護の現状から看護職の役割と
今後の課題を検討できる．

Schedule〉
1.主な精神症状と問題行動・異常行動を示す患者への看護
2.病期における患者とその家族の理解と看護 (統合失調症)
3.主な疾患とその看護 (気分障害，器質性精神障害，依存症，身体表現性障
害，摂食障害，人格障害，てんかん，知的障害など)

4.精神科における検査・治療法と看護
5.治療的環境における看護 / 入院・外来
6.治療環境の改善・行動制限と人権擁護
7.精神科におけるリスクマネジメント
8.精神科チームケアにおける看護の役割と機能
9.精神科リハビリテーションと地域精神保健 I(社会的入院，訪問看護，ACT)

10.精神科リハビリテーションと地域精神保健 II(ストレングスモデル，リカ
バリ)

11.看護過程の展開 / セルフケア看護モデル (オレム=アンダーウッドの考
え方)

12.精神の健康を支援する技術 I(観察，コミュニケーション)
13.精神の健康を支援する技術 II(SST，認知行動療法など)
14.精神面に健康問題をもつ人の事例展開 (ペーパーペーシェント)I-統合失
調症

15.精神面に健康問題をもつ人の事例展開 (ペーパーペーシェント)II-うつ病
16.病院見学
17.病院見学のまとめ
18.試験

Evaluation Criteria〉 定期試験 (70%)，レポート (30%)，授業の参加度・出席状
況 (参考)

Textbook〉
�瀧川薫編:看護系標準教科書 精神看護学，オーム社，2007．
�瀧川薫ほか編:精神保健看護辞典，オーム社，2010．

Reference〉
�講義中に紹介する．
�野嶋佐由美監修:セルフケア看護アプローチ，第 2版，日総研出版，2000．
�上野修一，大蔵雅夫，谷岡哲也編:コメディカルのための専門基礎分野テキ
スト 精神医学，中外医学社，2007．
�谷岡哲也，真野元四郎ほか編:精神科リハビリテーション，西日本法規出版，

2007．
� Gail. W. Stuart(神郡博監訳):精神看護学の新しい展開，医学書院，1997．

Contents〉 http://cms.db.tokushima-u.ac.jp/cgi-bin/toURL?EID=217960
Contact〉
⇒ Kataoka (+81-88-633-7614, mika3@medsci.tokushima-u.ac.jp) Mail (Office

Hour: 火曜日 16:00∼ 18:00)
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